
「和歌山県幼児教育推進計画」小学校入学後の姿をイメージした「育てたい具体的な子供の姿」より

決められた時間内は，椅子に座ってしっかり話を聞く

自分の思ったことや困ったことを，自分から友達や先生に相談したり，
話したりする

順番など，集団活動でのきまりを守る

自分の身近にいる学校内外の人々と，挨拶などを通して関わる

持ち物の整理や着替えなど，自分のことは自分でする

チャイムや時計を意識し，時間割にあわせて見通しをもって行動する

食事のマナーを守り，好き嫌いなく友達と楽しく食べる

　幼児教育施設から小学校に入学すると，これまでの生活との違いから，小学校に対する
期待と同時に不安や戸惑いを感じる子供も少なくありません。そのようなことから，自信
と安心感をもって小学校生活を送るためには，幼児期の教育で人やものと関わりながら工
夫して遊ぶことを通して，好奇心や探究心をもつことや主体的な生活態度の基礎を培い，
小学校教育につなぐ必要があります。
　「小学校生活を支える基礎的な力」は，小学校就学後の子供たちの生活面での課題をも
とに，主体的な生活を育むことに焦点を絞り，滑らかな接続を図るための保育について示
しました。主体的な生活態度とは，自分なりに豊かな
生活をつくっていこうとする姿です。幼児期の教育で
は，小学校の先取りや準備のためでなく，幼児期にふ
さわしい方法で，子供自身が気付き，自ら進んででき
るよう工夫することが大切です。また，生活習慣は，
園・所だけで身に付けられるものではありません。家
庭とも連携しながら，子供たちの成長を支えましょう。

2019（令和元）年度
和歌山県教育委員会

小学校生活を支える
基礎的な力を育もう

自信と安心感をもって、小学校生活をむかえるために
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決められた時間内は，
　　椅子に座ってしっかり話を聞く１



自分の思ったことや困ったことを，
自分から友達や先生に相談したり，話したりする２



順番など，集団活動でのきまりを守る３



自分の身近にいる学校内外の人々と，
挨拶などを通して関わる４



持ち物の整理や着替えなど，
　　　　　自分のことは自分でする５



チャイムや時計を意識し，
時間割にあわせて見通しをもって行動する６



食事のマナーを守り，
　　好き嫌いなく友達と楽しく食べる７

地球環境保護のために、植物油
インキを使用しています。

リサイクル適性 Ａ
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。


